
（別紙３）

～ R6年１２月２０日

（対象者数） ８人 （回答者数） ６人

～ R6年１２月１３日

（対象者数） ９人 （回答者数） ９人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・個人面談の機会を増やす。
・保護者同士の交流のできる時間を増やす。
・保護者の得意分野を生かし療育に活かす。

2
・専門職員とより連携を取り、個々の支援方法の充実を図っ
ていく。
・必要に応じて個別検討会議を行う。

3 ・年間1回ではなく開催回数の検討をしていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・公開方法を今後検討していく。
（おひさまキッズを周知するため、パンフレットを他事業所
や病院等に令和7年3月に配布した。）

2 ・おひさまキッズのホームページとパンフレットは更新し
た。

3 ・費用の確保等改善に向け、今後検討していく。

親子での通園を実施している。

・保護者の方にご家庭での様子を聞きながらご家庭でもでき
る支援方法を共有していく。
・保護者同士の交流の場を作っている。
・看護師と連携し、園児だけでなく保護者の健康状態を確認
したり相談にのっている。

○事業所名 市川市おひさまキッズ

○保護者評価実施期間 R6年１２月２日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 R6年１２月２日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R7年３月１８日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

園児が個別指導を受けている専門職員（作業療法士、理学療
法士、言語聴覚士、心理士）と情報共有し、療育を行ってい
る。

・園児に適した姿勢や動作などを遊びや活動に取り入れてい
る。

卒園した保護者が講師になり、勉強会を実施している。
・保護者の要望に応じて、就学先を選択する際の参考にする
ため卒園児の保護者を講師として招いている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域に開かれた活動を行っていない。 ・療育や行事等を地域に公開していない。

SNSの公開を行っていない。
・事業所の自己評価の結果はホームページで公表している
が、療育や行事の様子は公表していない。

外部評価を受けていない。 ・費用などがかかるため、現在は行っていない。

事業所における自己評価総括表公表


	（別紙３）自己評価総括表（公表）

